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研究成果の概要（和文）：留学生受入れの拡大に伴う課題を多様性対応推進という視点から整理し、留学生の多
様なニーズへの対応が組織的には十分に進んでいない現状を指摘した。さらに質的・量的データを用いて、留学
生がキャンパスの多様性対応の現状をどのように捉えているのかを検討した。その結果、留学生の文化的背景・
滞日期間や、教員等の多数派構成員が多様性対応にのぞむ態度が、留学生のキャンパス風土の知覚に影響を及ぼ
しうることが明らかとなった。大学の国際化において、構成員の多様なニーズを可視化していく仕組みを構築
し、多数派側の変容にも働きかけていく組織的取り組みが必須であることを、結果を踏まえて指摘した。

研究成果の概要（英文）：This study investigated Japanese universities' initiatives to develop 
adequate campus environment to meet the needs of culturally diverse international students. By using
 both qualitative and quantitative data, campus climate perception among international students was 
examined. The result showed factors such as students' cultural background,the length of stay in 
Japan and the attitude of majority members toward diversity impacted on how international students 
perceived campus climate. Developing the system that can reveal diverse needs among students on 
campus and the effort to change the attitude of majority members for diversity is essential in the 
internationalizing process of Japanese university.     
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、留学生支援を学生個人の適応支援の問題としてとどめず、組織側の多様性対応の課題として位置付
けた。また組織的対応の状況が留学生の学生生活への満足度に影響を及ぼすことや、ニーズへの対応が学びの場
の質の維持・向上にとっても不可欠であることを示した。留学生の体験と組織次元の取り組みの関連を捉える枠
組みの生成は、大学が課題を把握し、より計画的に多様性への対応を進めていくことを可能とする。大学の国際
化という抽象的な課題を、具体的な取り組み課題として示した点が、学術的・実践的に意義があるといえる。












